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魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　

平
成
22
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
第
五
次
猪
名
川
町
総
合

計
画
は
10
年
間
の
計
画
期
間
を
終

え
、
新
年
度
か
ら
は
第
六
次
猪
名

川
町
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
で
情
報
化
社
会
の

進
展
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
普
及
が
よ

り
身
近
な
も
の
と
な
り
、
住
民
の

皆
様
の
生
活
環
境
や
行
政
に
求
め

ら
れ
る
役
割
も
大
き
く
変
化
し
て

き
ま
し
た
。
一
方
で
、
地
域
に
お

け
る
様
々
な
課
題
も
多
様
化
・
複

雑
化
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
は
年
々

深
刻
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。　

　

第
六
次
総
合
計
画
で
は
、
個
々

の
施
策
を
「
点
」
で
考
え
る
の
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
住
民
の
ま
ち
へ
の
想

い
や
、
現
実
を
直
視
し
た
際
に
必

要
と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
」
と
「
基
盤
づ
く
り
の
方
向
」

に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
互
に

連
携
し
な
が
ら
、
総
合
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「“
つ
な
が
り
”
と
“
挑
戦
”

     

幸
せ
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち     

                               

猪
名
川
」

　

第
六
次
総
合
計
画
で
掲
げ
た
ま

ち
の
将
来
像
と
な
り
ま
す
。

　

第
六
次
総
合
計
画
の
期
間
中
に

お
い
て
、
多
く
の
人
が
幸
せ
を
感

じ
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
未
来
を
願

う
言
葉
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
承
し

な
が
ら
、
新
た
な
取
り
組
み
に
も

挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
す
る
な
ら

　
　
　

猪
名
川
町
の
実
現
へ

　

令
和
元
年
10
月
に
、
国
が
「
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
」
を
実

施
し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

給
食
費
は
保
護
者
に
よ
る
実
費
負

担
と
な
り
ま
す
。「
子
育
て
す
る
な

ら
猪
名
川
町
」
を
掲
げ
て
い
る
本

町
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
新
年
度

か
ら
「
幼
児
教
育
・
保
育
に
係
る

給
食
費
の
完
全
無
償
化
」
を
実
現

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
子
育
て
環

境
の
充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

   　“つながり”と“挑戦”
　　　  幸せと笑顔 あふれるまち 猪名川

～令和 2 年度 町長施政方針～                         
　2 月 25 日に行われた、第 398 回町議会定例会で、福田町長が
新年度の町政運営と重要施策について説明しました。
※要旨抜粋・全文は企画財政課窓口、町ホームページ参照

▷問合せ　企画財政課（☎ 766 − 8711）

生
き
る
力
を
育
て
る

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
生

き
る
力
を
育
て
る
教
育
環
境
の
整

備
を
目
指
し
、
令
和
４
年
４
月
か

ら
中
谷
中
学
校
と
六
瀬
中
学
校
を

再
編
し
た
新
設
校
を
設
置
い
た
し

ま
す
。「
猪
名
川
町
立
中
学
校
再

編
計
画
」
に
基
づ
き
再
編
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
関
係
団
体

か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
で
構
成
さ

れ
る
「
猪
名
川
町
立
中
学
校
再
編

準
備
委
員
会
」
で
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

交
通
手
段
の
確
保

　

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
の

方
々
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に

か
か
わ
る
「
交
通
問
題
」
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
少
子

高
齢
化
に
よ
る
利
用
者
の
減
少

や
運
転
手
の
人
材
不
足
な
ど
全

国
的
に
交
通
事
業
者
を
取
り
巻

く
環
境
は
非
常
に
厳
し
く
、
本

町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
新
年
度
に
は
デ
マ
ン

ド
交
通
導
入
実
証
実
験
を
行
い
、

現
在
の
路
線
バ
ス
、
ふ
れ
あ
い

バ
ス
と
は
違
う
「
新
し
い
交
通
」

と
し
て
、
地
域
の
利
用
実
態
に

即
し
た
移
動
手
段
を
確
保
し
て

ま
い
り
ま
す
。
実
証
実
験
は
、

町
内
交
通
事
業
者
や
様
々
な
関

係
機
関
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

官
民
連
携
事
業
と
し
て
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
に
向
け
て

　

新
年
度
に
は
道
の
駅
い
な
が

わ
機
能
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

事
業
者
募
集
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
新
し
い
道
の
駅
で
は
、

農
業
振
興
・
観
光
の
拠
点
と
し

て
、
今
ま
で
以
上
に
町
民
の
皆

様
の
利
用
や
多
く
の
来
訪
者
を

期
待
す
る
と
同
時
に
、
子
育
て

支
援
・
交
通
結
節
点
と
し
て
の

機
能
を
充
実
さ
せ
る
計
画
と
な

り
ま
す
。
人
口
減
少
が
始
ま
っ

て
い
る
本
町
に
お
き
ま
し
て
、

次
代
に
残
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
に
、
ま
ち
の
魅
力
を
高
め

て
い
く
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

  

猪
名
川
町
長

　
　
　 

福
田
長
治

　第六次総合計画の達成に向けて、柱
となる 6 つのまちづくりに取り組み
ます。

① 交流・活力をうみだす 
                          まちづくり

② 誰もが挑戦・活躍できる 
                          まちづくり
  
③ 人を大切に育てる 
                          まちづくり

④ 健やかにくらせる 
                          まちづくり

⑤ 自然と共生し快適にくらせる
                                   まちづくり
 
⑥ 安全・安心を守る 
                          まちづくり
  
※ 6、7 ページで令和 2 年度の主要事
　業を掲載

猪名川町が目指す

    ６つのまちづくり
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一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会

計
の
総
額
は
、
２
０
４
億
５
４
４
万

円
で
、
前
年
度
よ
り
７
億
７
５
７
８

万
円
（
4.0
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
１
１

１
億
７
４
０
０
万
円
で
、
新
た
に
災

害
・
防
災
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
３
～
５
歳
児
ま
で
の
給
食
費
無

償
化
や
新
「
道
の
駅
い
な
が
わ
」
の

用
地
購
入
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
10
億
１
４
０
０
万
円
（
10
％
）

増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
歳
入

　

町
税
が
34
億
２
４
９
９
万
円

で
、
前
年
度
か
ら
１
０
７
３
万
円

（
0.3
％
）
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
地
方
交
付
税
や
譲
与
税
・
交

付
金
な
ど
の
一
般
財
源
は
１
億
９

１
９
２
万
円
増
加
し
、
国
県
支
出

金
な
ど
の
特
定
財
源
も
１
億
３
９

０
７
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
事
業
な
ど
の
財
源

と
し
て
町
債
の
借
り
入
れ
、
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い
ま
す
。

◆
主
な
歳
出

民
生
費
＝
児
童
手
当
給
付
費
（
４

億
６
２
５
０
万
円
）、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出

し
（
４
億
１
２
６
５
万
円
）、
施
設

型
給
付
等
負
担
金
（
４
億
６
８
８

万
円
）、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
り
出
し
（
３
億
５
６
９
８
万
円
）

教
育
費
＝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
（
６
７
１
２
万
円
）、
白

金
小
学
校
改
修
事
業
（
３
５
０
０

万
円
）、猪
名
川
中
学
校
改
修
事
業

（
２
１
０
０
万
円
）、
外
国
人
英

語
指
導
助
手
派
遣
委
託
料
（
２
０

６
６
万
円
）

総
務
費
＝
災
害
・
防
災
情
報
提
供

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
（
６
０
８
３

万
円
）、
国
勢
調
査
費
（
１
２
０

０
万
円
）

衛
生
費
＝
広
域
ご
み
処
理
施
設
組

合
へ
の
負
担
金
（
３
億
９
９
９
４

万
円
）、
ご
み
の
収
集
委
託
（
８

３
１
６
万
円
）、
が
ん
検
診
事
業

（
８
１
６
２
万
円
）

　

一
般
会
計
を
中
心
に
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
予
算
案

は
、
3
月
26
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
第
３
９
８
回
町
議
会
定
例
会
で
審
議

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
「
予
算
の
概
要
」
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

▼
問
合
せ　

企
画
財
政
課
（
☎
７
６
６
・
８
７
１
１
）

会計名 令和 2 年度当初 平成 31 年度当初 比    較 増減（％）

一般会計 111億7,400万円 101億6,000万円 10億1,400万円 10.0

特
別
会
計

国民健康保険 32億5,514万円 33億8,681万円 △1億3,167万円 △3.9

介護保険 23億7,335万円 23億　787万円 6,548万円 2.8

後期高齢者医療保険 8億　824万円 7億5,406万円 5,418万円 7.2

農業共済 ー 3,786万円 △3,786万円 皆減

奨学金 1,890万円 1,651万円 239万円 14.5

小　計 64億5,562万円 65億　311万円 △4,748万円 △0.7

企
業
会
計

水道事業会計 10億3,387万円 12億　454万円 △1億7,067万円 △14.2

下水道事業会計 17億4,195万円 17億6,201万円 △2,007万円 △1.1

小　計 27億7,581万円 29億6,655万円 △1億9,074万円 △6.4

合　 計 204 億　544 万円 196 億 2,966 万円 7 億 7,578 万円 4.0

※県農業共済組合の設立に伴い、令和元年度末をもって農業共済特別会計は廃止となります
※端数処理により各項目合計と合計欄の数値が一致しない場合があります

令和２年度 猪名川町
　　　　当初予算

一般会計の歳出 一般会計の歳入

令和 2 年度 当初予算の内訳

111 億
7,400 万円

使用料・手数料（1.7%）
1 億 8,500 万円

町債（12.0%）
13 億 3,510 万円

譲与税・交付金（8.0%）
8 億 9,912 万円

繰入金（7.8%）
8 億 6,798 万円

国県支出金（16.3%）
18 億 2,792 万円

町税（30.7%）
34 億 2,499 万円

その他（1.7%）
1 億 9,389 万円

地方交付税（21.8%）
24 億 4,000 万円

公債費（7.8%）
8 億 7,332 万円

土木費（9.6%）
10 億 6,851 万円

衛生費（9.9%）
11 億 950 万円

教育費（14.5%）
16 億 1,454 万円

民生費（31.2%）
34 億 9,163 万円

消防費（5.0%）
5 億 5,805 万円

その他（3.4%）
3 億 7,996 万円

111 億
7,400 万円

農林水産業費（8.0%）
8 億 9,753 万円

総務費（10.6%）
11 億 8,096 万円
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猪
名
川
町
が
将
来
に
わ
た
っ

て
活
力
あ
る
ま
ち
で
あ
る
た
め

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
「
道

の
駅
い
な
が
わ
」
の
移
転
整
備

事
業
は
、「
官
民
連
携
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）

方
式
」
を
活
用
し
、
資
金
調
達
・

施
設
整
備
を
一
括
し
て
民
間
事

業
者
が
行
う
も
の
で
す
。
令
和

２
年
度
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
の
公

募
・
選
定
・
契
約
を
行
う
と
と

も
に
、
移
転
先
用
地
の
取
得
を

行
い
ま
す
。

　
「
大
野
ア
ル
プ
ス
ラ
ン
ド
」
の

更
な
る
活
性
化
の
た
め
、
下
山
道

の
道
路
拡
幅
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
、

落
石
防
護
柵
な
ど
を
整
備
し
、
来

訪
者
の
安
全
確
保
対
策
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
４
月
１
日
に

阪
神
地
域
で
初
の
「
恋
人
の
聖

地
」
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
山
頂
に
記
念
碑
を
新
設
し
、

更
な
る
魅
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

多
田
銀
銅
山
遺
跡
で
唯
一
坑
道

内
を
体
験
で
き
る
青
木
間
歩
の
坑
道

を
支
え
る
支
保
材
を
更
新
し
ま
す
。

　

遺
跡
来
訪
者
に
史
跡
を
わ
か
り

や
す
く
巡
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
導
入
を

進
め
ま
す
。

　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
積
極
的
な
活
動
を
支
援

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

や
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
研

修
を
実
施
し
、
地
域
活
動
の
担
い

手
と
な
る
人
材
育
成
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
住
民
主
体
の
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
努
め

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
発

育
・
発
達
の
重
要
な
要
素
と
な
る

「
食
」
の
支
援
と
し
て
、
３
歳
児

か
ら
５
歳
児
ま
で
の
給
食
費
を
完

全
無
償
化
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援
に
加

え
、
総
合
的
な
子
育
て
支
援
体
制

を
強
化
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
町
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
立
中
学
校
再
編
計
画
に
基
づ

き
、
再
編
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
令
和
４
年
度
に
新
設
校
を
開

校
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
新
設
校
（
現
中
谷
中
学

校
）
の
老
朽
化
に
よ
る
改
修
に
向

け
た
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
い
、

令
和
２
年
度
は
、
小
学
５
・
６
年

生
の
外
国
語
の
授
業
が
50
時
間
か

ら
70
時
間
に
、
３
・
４
年
生
の
外

国
語
活
動
の
授
業
が
18
時
間
か
ら

35
時
間
に
増
加
し
ま
す
。

　

そ
の
増
加
分
を
含
め
、
小
学
校

の
外
国
語
活
動
全
て
の
授
業
と
幼

稚
園
の
英
語
活
動
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
派

遣
し
、
英
語
に
慣
れ
親
し
む
機
会

を
設
け
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

の
継
続
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
英
語
指
導
力

向
上
の
た
め
に
、
兵
庫
教
育
大
学

と
の
協
定
に
よ
り
専
門
の
講
師
を

招
へ
い
し
、
実
践
的
な
研
修
を
実

施
し
ま
す
。

令
和
２
年
度 

当
初
予
算

 　
主
要
事
業
概
要

　

70
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
し
た
人
を
対
象
に
、
返
納

時
の
１
回
に
限
り
阪
急
バ
ス
の
定

期
券
や
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
、
交
通

系
IC
カ
ー
ド
な
ど
の
購
入
を
助
成

す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
に
よ
る
自

動
車
事
故
の
防
止
お
よ
び
交
通
手

段
の
確
保
に
よ
る
高
齢
者
の
外
出

支
援
に
努
め
ま
す
。

　

各
種
が
ん
検
診
な
ど
の
受
診
率

の
向
上
と
検
査
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
特
定
の
年
齢
層
に
対
し

て
、
子
宮
頸
が
ん
お
よ
び
乳
が
ん

検
診
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
、
受
診

促
進
と
病
気
の
早
期
発
見
、
健
康

意
識
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
ま

す
。

　
「
生
涯
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ

る
こ
と
」
を
目
標
に
、
20
歳
以
上

か
ら
５
歳
刻
み
で
実
施
し
て
い
る

成
人
歯
科
検
診
を
、
20
歳
以
上
全

員
に
対
象
を
拡
大
し
て
、
若
年
期

か
ら
の
口
腔
衛
生
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
と
口
腔
の
健
康
が
妊

娠
期
の
母
子
に
与
え
る
影
響
と
乳

幼
児
期
か
ら
の
口
腔
衛
生
の
必
要

性
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
妊

婦
を
対
象
と
し
た
妊
婦
歯
科
検
診

を
実
施
し
ま
す
。

　

道
路
舗
装
修
繕
計
画
に
基
づ

き
、
老
朽
化
し
た
町
道
の
修
繕
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
な
通
行
の
確
保
お

よ
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
目
指

し
、
つ
つ
じ
が
丘
地
区
に
設
置
さ

れ
て
い
る
道
路
照
明
灯
を
、
従
来

の
水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
に

更
新
し
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
の
増
加
に
よ
り
、
農
家
の
生

産
意
欲
の
低
下
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
軽
減

の
た
め
に
、「
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
」
に
よ
る
駆
除
活
動
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
電
気
防
止
柵
の
購
入

補
助
に
つ
い
て
、
電
気
以
外
の

防
止
柵
も
対
象
と
し
、
有
害
鳥

獣
の
種
類
に
応
じ
た
対
策
を
支

援
し
ま
す
。

　

新
た
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
専

門
員
を
派
遣
す
る
「
鳥
獣
サ
ポ
ー

タ
ー
派
遣
事
業
」
を
実
施
し
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
効
果
的
な
対

策
を
講
じ
ま
す
。

　

災
害
時
に
緊
急
情
報
を
発
信
す

る
た
め
、
Ｉ
Ｐ
網
を
利
用
し
た
災

害
・
防
災
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を

整
備
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
な
ど
へ
の
情
報
提
供

の
迅
速
化
、
戸
別
受
信
機
の
配
布

な
ど
を
行
い
、
よ
り
多
く
の
人
に

防
災
情
報
を
迅
速
に
配
信
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　

５
月
か
ら
町
内
３
地
域
に
お
い

て
デ
マ
ン
ド
交
通
導
入
実
証
実
験

を
実
施
し
ま
す
。
現
在
の
路
線
バ

ス
や
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
よ
う
な
定

時
定
路
線
型
の
交
通
で
は
な
く
、

事
前
予
約
型
の
新
し
い
交
通
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
効
果
的
な
移
動

手
段
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

　

最
新
の
救
急
資
機
材
を
積
載

し
、
高
度
な
救
命
処
置
が
可
能
な

高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新
し
、

救
急
救
命
体
制
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
消
防
団
車

両
２
台
を
更
新
し
、
地
域
の
消
防

防
災
体
制
の
機
動
力
強
化
を
図
り

ま
す
。

　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
、
通
学
路
に
設
置
し

た
70
基
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
見

守
り
で
犯
罪
の
抑
制
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
防
犯
活
動
団
体

と
の
連
携
強
化
や
公
用
車
の
青
色

回
転
灯
装
備
車
で
の
見
回
り
・
見

守
り
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
安
全

を
確
保
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
増
加
す
る
高
齢

者
を
ね
ら
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
の
対
策
と
し
て
、
自
動
録
音
や

着
信
拒
否
が
で
き
る
電
話
機
の
購

入
な
ど
に
対
し
て
補
助
を
行
い
、

犯
罪
の
減
少
に
努
め
ま
す
。

道
の
駅
整
備
事
業

５
億
７
８
０
４
万
円
（
拡
充
）

大
野
ア
ル
プ
ス
ラ
ン
ド

　
　
　

整
備
活
性
化
事
業

１
億
２
９
６
万
円
（
新
規
）

多
田
銀
銅
山

　

文
化
財
保
存
活
用
事
業

１
３
９
８
万
円
（
拡
充
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

７
８
５
万
円
（
継
続
）

幼
児
教
育
・
保
育
給
食
費

　
　
　
　
　

完
全
無
償
化
事
業

　
　
　
　

４
２
８
２
万
円
（
新
規
）

町
立
中
学
校
再
編
準
備
事
業

　
　
　
１
０
１
４
万
円
（
新
規
）

英
語
教
育
強
化
推
進
事
業

　
　
　
　

２
１
０
４
万
円
（
拡
充
）

高
齢
者
外
出
支
援
事
業

５
０
０
万
円
（
継
続
）

歯
科
保
健
事
業４

４
６
万
円
（
拡
充
）

が
ん
検
診
費８

１
６
２
万
円
（
拡
充
）

道
路
維
持
補
修
事
業

８
４
３
０
万
円
（
継
続
）

有
害
鳥
獣
対
策
推
進
事
業

１
１
８
５
万
円
（
拡
充
）

災
害
・
防
災
情
報
提
供

　
　
　

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

６
０
８
３
万
円
（
新
規
）

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
事
業

２
３
０
０
万
円
（
新
規
）

消
防
施
設
整
備
事
業

５
８
０
１
万
円
（
拡
充
）

防
犯
対
策
事
業

２
９
２
０
万
円
（
拡
充
）

交
流
・
活
力
を

う
み
だ
す
ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
挑
戦
・

活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

人
を
大
切
に
育
て
る

ま
ち
づ
く
り

健
や
か
に
く
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

自
然
と
共
生
し
快
適
に

く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

安
全
・
安
心
を
守
る

ま
ち
づ
く
り
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議会

▽
議
会
、
委
員
会
の
運
営
　
▽
請
願
・
陳
情
　

議会
事務局

▽
総
合
計
画
の
策
定・進
行
管
理
　
▽
秘
書
業
務

▽
重
要
施
策
の
企
画・総
合
調
整
　
▽
国
際
交
流
　
▽
情
報
管
理

▽
収
入・支
出
命
令
の
審
査
　
▽
決
算
の
調
製

▽
物
品
の
出
納・保
管
　
▽
現
金・財
産
の
記
録
管
理

▽
職
員
人
事
、給
与・福
利
厚
生
　
▽
町
有
財
産
の
管
理
　

▽
予
算
編
成 

▽
契
約
事
務

▽
町
税
行
政
の
調
整
、調
査・普
及
宣
伝
　

▽
住
民
税
、固
定
資
産
税・都
市
計
画
税・軽
自
動
車
税

▽
地
域
福
祉
　
▽
障
が
い
者（
児
）福
祉
　
▽
高
齢
者
福
祉

▽
開
発
行
為
の
指
導・協
議
　
▽
空
き
家・空
地
対
策

▽
都
市
計
画
、景
観
行
政
　
▽
建
築
確
認
　
▽
公
共
交
通

▽
上
水
道・下
水
道
事
業
の
経
営
計
画  

▽
上
水
道・下
水
道
料
金
　

▽
浄
水
場
の
運
転・管
理・配
水

町長

副町長

▽
社
会
教
育
の
企
画
調
整
　
▽
芸
術
文
化
の
推
進

▽
文
化
財
調
査
　
▽
公
民
館・図
書
館
の
運
営
管
理

▽
学
校
教
育
の
専
門
的
事
項
に
関
す
る
指
導・支
援

▽
教
職
員
の
人
事・服
務
　
▽
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
消
防
組
織
、
制
度
、
基
本
施
策
の
企
画
　

▽
防
火
管
理
、
火
災
予
防

▽
災
害
、
火
災
、
救
急
、
救
助
　
▽
消
防
団

教育委員会

事
務
局
　総
務
課
兼
務

まちづくり部
生活部生活部生活部 地域振興部 企画総務部 会計

管理者

会
計
課

総
務
課

税
務
課

農
業
環
境
課

上
下
水
道
課

学
校
教
育
課

教育委員会事務局消防本部

教
育
振
興
課

農
業
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
会

監
査
委
員

公
平
委
員
会

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会

▽
子
育
て
支
援
　
▽
留
守
家
庭
児
童
育
成
、放
課
後
子
ど
も
教
室

▽
児
童
福
祉
、保
育
園
　
▽
乳
幼
児
等・こ
ど
も
医
療
費
助
成

▽
土
木
工
事
の
計
画
、設
計・施
工
　
▽
町
道・河
川
の
管
理

▽
地
籍
調
査
　
▽
用
地
取
得
　
▽
砂
防・治
水
　
▽
公
園 

▽
公
共
施
設
の
建
築
、営
繕

都
市
政
策
課

建
設
課

社
会
教
育
室

▽
教
育
委
員
会
の
会
議・規
則
な
ど
の
制
定

▽
教
育
委
員
会
所
管
施
設・財
産
の
管
理
　
▽
給
食
セ
ン
タ
ー

本
部

消
防
署

事
務
局
　議
会
事
務
局
兼
務

事
務
局
　議
会
事
務
局
兼
務

事
務
局
　総
務
課
兼
務

事
務
局
　農
業
環
境
課
兼
務

教育長

生
活
安
全
課

▽
交
通
安
全
対
策
、防
犯
　
▽
消
費
生
活
相
談
　
▽
自
衛
隊

▽
危
機
管
理
、防
災・減
災
　
▽
自
主
防
災
組
織

▽
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　
▽
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

▽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及・振
興
　
▽
自
治
会・ま
ち
づ
く
り
協
議
会
　

地
域
交
流
課

青
少
年
育
成
室

人
権
推
進
室

こ
ど
も
課

福
祉
課

▽
青
少
年
の
健
全
育
成

▽
人
権・平
和
事
業
　
▽
男
女
共
同
参
画

健
康
づ
く
り
室

▽
保
健
予
防・指
導
　
▽
健
康
づ
く
り
　
▽
食
育
の
推
進

▽
商
工
業
の
振
興
　
▽
企
業
誘
致
　
▽
労
働・雇
用

住
民
課

ま
ち
活
性
化
推
進
室

産
業
労
働
課

広
報
戦
略
室

企
画
政
策
課

▽
広
報
誌
の
編
集・発
行
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

▽
広
聴
　
▽
観
光
の
振
興
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
　

▽
地
域
資
源
の
活
用
　
▽
拠
点
施
設
整
備
　

▽
ま
ち
の
魅
力
創
造

保
険
課

▽
国
民
年
金
　
▽
国
民
健
康
保
険
　
▽
後
期
高
齢
者
医
療

▽
介
護
保
険

▽
戸
籍
、住
民
基
本
台
帳
、外
国
人
登
録
　
▽
証
明
発
行
　

▽
火
葬
場

▽
農
林
水
産
業
の
振
興
　
▽
土
地
改
良
　
▽
里
山
の
振
興
　

▽
環
境
　
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
▽
廃
棄
物
処
理

令
和
２
年
４
月
１
日

  
役
場
組
織
の

　
　
　
　
一
部
を
改
編

令和 2 年度 新組織図

　

第
六
次
総
合
計
画
の
初
年
度
と
な

る
令
和
２
年
度
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
町
政
に

対
す
る
要
望
な
ど
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
、
組
織
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

　

今
回
の
組
織
再
編
に
あ
た
っ
て

は
、
部
制
を
継
承
し
な
が
ら
課
の
配

置
、
事
務
分
担
な
ど
を
見
直
し
、
よ

り
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い
組
織
体

系
と
な
る
よ
う
改
編
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
行
政
運
営
を
行
う

う
え
で
の
諸
問
題
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
限
ら
れ
た
職
員
を
効
果
的
に
配

置
す
る
こ
と
で
最
大
限
に
職
員
の
能

力
を
活
か
し
な
が
ら
、
横
断
的
な
連

携
が
取
り
や
す
い
よ
う
に
簡
素
で
効

率
的
な
体
制
と
し
ま
す
。

※教育委員会、消防本部、議会事務局は大きな変更がないため省略しています

企画総務部
　政策的に推進する立場と健全な財政運営の視点をもって、効果的に事業を推進
します。第六次総合計画の重点戦略となる交通の課題に関しては、所管替えを行い
ます。また、防災・減災などの生活安全面においては、所管部署の充実を図ります。

地域振興部

　
参画と協働のまちづくりの更なる推進を図るため、地域コミュニティに重点を置
いた組織とします。また、職住近接のまちづくりをめざし、産業育成の推進を図る
こととし、住宅都市としての町の特徴に加えて「働く場」、「しごと」を意識した組
織編制とします。

生活部
　これまで生活部で所管していた事務の整理を行い、相談窓口として分かりやすい
課の再編とします。複雑、多様化する各種制度に対応するため事務の細分化を行い、
より専門性の高い組織編成とします。

まちづくり部

　公共施設や道路、河川などの維持管理に必要な知識や経験を集約した部署として
設置しており、都市計画や建築、上下水道など関連性のある業務を部に集約します。
　新たに交通事業を所管し、インフラ整備や都市計画の視点から交通課題に対応し
ます。　　

～組織見直しのポイント～
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